
 

トラック協会杯の全道大会が９月１５日（土）～１７日（月）に SSAP人工芝グラウンド、東雁来公園

グラウンドにて行われました。札幌地区代表の北海道コンサドーレ札幌 Aが見事に優勝しました。 

トラック協会杯 決勝  ９月１７日 AM１１：００  SSAP Aコート  

      北海道コンサドーレ札幌 U-12A VS 旭川ネイバーズ 

             ３－１ （前半０－０ 後半１－１ 延前０－０ 延後２－０） 

 旭川ネイバーズのキックオフ。前線で動き回りチャンスを

生み出す⑥のファーストシュートはゴールならず。その後に

ペースを掴んだのはコンサドーレ。④と③の両サイドバック

が積極的に攻撃参加し、ピッチを広く使ってボールを動かし

た。５分、コンサ⑩のシュートは惜しくもゴール左へ。６分、

⑩の中央突破はネイバーズ GK④がナイスセーブ。８分には

左サイド③のクロス、１１分には⑧のゴールに向かう CKを

ネイバーズのセンターバック⑪がヘディングでクリア。１５

分には、コンサ⑩がドリブルでエリアに進入し決定機。これ

もネイバーズ⑪がナイスディフェンスで防いだ。立て続け

に放たれるコンサのシュートをネイバーズの DF⑤と⑪、

GK④が素晴らしい守りで防ぎ、前半が終了した。 

 後半もコンサドーレがボールを保持するが、ネイバーズ

の中盤③⑦⑩と前線の⑥⑧が素晴らしい運動量を発揮し、

なかなかチャンスを作らせない。１８分、ネイバーズ⑧が

テクニックを発揮してドリブル突破に成功するが、シュー

トはヒットせず。 

一方のコンサドーレも２２分、⑩のドリブル突破で再びエリアに進

入。ネイバーズは体を張って防ぐが、痛恨のファウルでPKの判定。

コンサ⑩は落ち着いて左隅に蹴りこみ、待望の先制ゴールとなった。

しかし、ここからネイバーズは粘りを見せる。２４分には⑤の CK

から⑩のヘディングシュート、混戦からこぼれたボールを⑪が拾い

ロングシュートと立て続けに惜しいシュートを放ち、息を吹き返す。

２８分、相手ハンドで得た絶好の位置での FK。⑩の右脚のキック

は壁の横を抜きゴール右隅へ。会場を沸かせる劇的な同点ゴールと

なった。 
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延長に入って地力を見せたのはコンサドーレ。中央のパス交換で相手を引き付け、右サイドを駆け上

がった④へ送りシュート。これは惜しくも左へそれる。⑩⑦⑥の連携でゴール前に持ち込むがシュート

がヒットせず。攻撃のペースを再び掴んだ中、延長も後半に入った３６分、中盤でこぼれ球を拾ったコ

ンサ⑧が右足でミドルシュート。これが GKの頭上を越えファインゴール。コンサドーレが再びリード。

３８分には、コンサ⑩がドリブルで持ち込み追加点をあげ、試合を決定づけた。終盤、ネイバーズは⑩

を前線に残し、粘り強くゴールに迫ったが、３－１で試合終了。総合力で上回ったコンサドーレが見事

な全道優勝を決めた。⑩⑪を中心にフィールドプレーヤー７人で予選リーグから決勝まで勝ち上がった

旭川ネイバーズにも閉会式では盛大な拍手が送られ、大会は幕を閉じた。 

 

 

 

 

 

準決勝 SSAP Aコート 北海道コンサドーレ札幌 U-12A VS 北海道コンサドーレ札幌 U-12B 

                           １-０ （前半０－０ 後半１－０） 

 赤黒のユニフォームを着たコンサ Aのキックオフ。開始３分に放たれた⑨のミドルシュートは惜しく

もゴール上に外れた。その後は、白ユニフォームのコンサ B、サイドバックの⑦が積極的に攻撃に関わ

りチャンスを演出する。４分には、ドリブルで駆け上がった⑦から中央でフリーの⑨へラストパス。こ

れはコンサ Aの GKが素早い飛び出しで防いだ。続く７分には、⑦のセンタリングから⑨のヘディング

シュート、９分には⑥のドリブルから⑪へのパスをスルー、走りこんだ⑦のシュートと立て続けにゴー

ルを脅かすがネットを揺らすことはできない。１３分には相手ハンドで得たフリーキックを⑦の左足の

キックで狙うが、コンサ Aの壁に阻まれる。前半終了間際には⑨と⑧のパス交換から GKと２対１の決

定機が生まれるも、GKの素晴らしい飛び出しでゴールならず。コンサ Bペースの中で進んだ前半が終

了した。 

 ハーフタイムでの修正が実ったのか、後半はコンサ Aがディフェンスの背後を狙うロングボールと両

サイドバックの積極的な攻撃参加でペースを掴む。１７分、サイドバック④から前線の⑩へのロングパ

スは惜しくもオフサイド。２０分には、キープ力のある前線⑥からのパスを右サイドから駆け上がった

④が受けて強烈なシュートを放つが、コンサ Bのキーパーがパンチングでセーブ。２１分には CKのこ

ぼれ球を⑦が、１１分には⑩と⑥が中央で引き付けて空いたスペースに飛び込んだ④がそれぞれシュー

トを放つが枠を捉えられない。そして２９分、待望の決勝ゴールを奪ったのはコンサ A。右サイドを④

の長いドリブルで崩し、ポストに入った中央の⑩へ。空いた左サイドに走りこんだ⑦へオフサイドギリ

ギリのタイミングで素晴らしいパス。見事な連携でゴールを掴んだ北海道コンサドーレ札幌 Aが決勝進

出を決めた。 


